
生き物の飼育を通して

保育の振り返り

前日の大雨の後ということもあり、戸外は暑く、日陰を探しながら遊んでいる子ども達。「先生、カエルいた」と
知らせてくれた女の子がいました。一緒に見てみると、玩具のテントの中にいました。保育者が捕まえて、子ども
達に知らせると興味いっぱいでのぞき込む姿が見られました。触ってみたい気持ちからか、次々に手が伸びてきま
す。「優しく！」「驚かさないで！びっくりしちゃう！」と子ども達同士で声をかけあっていたので、私も黙って
見守りました。片付けの音楽がかかり、さあどうするかなあと思っていると、「バケツだと逃げてしまう」「まだ
見たい」という声が多くなりました。飼育ケースがあることを思い出し、さりげなく子ども達に渡すと嬉しそうに
移し替えていました。保育室でもみんなで覗きながらいろいろ観察していました。カエルの飼育の仕方が分からず、
私も子ども達の反応、動き、言葉を一緒に楽しみながら、必要なものを用意していきました。園にある図鑑では、
カエルの種類しか知ることが出来ませんでした。何を食べるのか、どうしたら快適に過ごせるのかが分からずにい
ます。帰りの集まりの時に、「家の人にも聞いてごらん？」と投げかけました。次の日、登園するとカエルを覗き
込み、昨日家の人から教えてもらったことを知らせてくれる子もいました。カエルの飼育を通して、子ども達同士
のかかわりも深まり、いのちの大切さにも触れていけるいい機会となりました。引き続き観察を楽しみたいです。

(健康な心と体、言葉による伝え合い、自然との関わり・生命尊重、思考力の芽生え、協同性)

作成日 2024年5月28日(水)
対象 4歳児 さくら組
作成者 進藤早苗

〇ねらい 見たり触れたりしながら、生命の尊さに気付き大切にしようとする。

水替え
用の水

お日様が消
毒してくれ
るそうです
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